





















 本研修では、薬品管理システム( Chemical Design Ver.4，販売元：和光純薬工業(株)，開発元：(株)









7月 30日  ノートパソコンのネットワーク設定及びブラウザ設定。 
 研究室等一般ユーザーの操作方法についての座学。 
 地区薬品管理者設定内容・手順についての座学。 
8月 20日  テストサイトに研究室等薬品管理者アカウントを用意し、保管場所設定、ユーザー設定
等、研究室等薬品管理者として必要な各種設定の手順について実習。 
 研究室等の一般ユーザーが行う試薬登録、使用量入力、空瓶処理等の手順について実習。 
9月 3日  棚卸し、小分け処理など、一般ユーザーにとって分かりにくい機能の使用方法について
実習。 
10月 1日  廃液入力や発注などの未運用機能に関する座学。 












 本研修では、無線 LAN を利用して薬品管理システムのテスト用サイトにアクセスして、各種研修を


























































































購入依頼 → 一次承認 → 二次承認（毒物等管理者） → 発注 → 業者受注 → 業者納品連絡 → 納品
処理 → 受取処理＆試薬登録、の一連の発注処理を行った上で、この機能が運用に耐えるものかどうか
を検討した。ここで、業者受注と業者納品連絡は、指定の試薬業者の担当となるが、それ以外は研究室
等に担当者を置いて処理を行う必要がある（二次承認は地区管理者レベルの権限保持者でも可能）。従
って、研究室内で一本の試薬を発注するためには、最低でも６回はシステムにアクセスする必要がある
ため、たとえ複数の人でそれを分担するにしてもかなり煩雑である。この点について開発元に確認した
ところ、発注機能の運用開始時に、開発元がシステム設定を行うことにより、一次承認と二次承認を使
用しない選択が可能とのことであった。従って、例えば、学生が購入依頼と受取・登録処理を、教員が
発注処理と納品処理を行うという比較的シンプルな形で、発注機能を運用可能なことが分かった。 
3. おわりに 
化学系の技術職員４名で、未運用機能を含めた薬品管理システムの全ての機能について、座学並びに
実習による研修を行った。殆どのユーザーは、通常、試薬登録、使用量入力、空瓶処理、研究室内試薬
検索しか使用しないが、操作を誤るなど定常状態とは異なる状態に陥った際は、それを正常な状態に復
帰させるための操作方法を知っている必要がある。一般ユーザーがこのシステムの機能の全てをマスタ
ーすることはまず不可能であり、逆に、簡単な操作のみで適正に薬品管理が行えるシステムでなくては、
大学の研究室に適したシステムとは言えない。 
このため、大学での薬品管理を適正に行うには、システム利用中にトラブルに遭遇したユーザーを正
しくサポートするための体制作りが必要であり、化学系技術職員はその要員として重要な位置づけにあ
る。今回の研修を通して学習した内容は、ユーザーサポートに即活かせるものであり、また、研修で取
得したテストサイトでのアカウントは、今後も各自の技術研鑽に利用できるため、非常に有意義な研修
であった。 
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